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名
古
屋
大
学
は
、
1
8
7
1
年
に
尾

張
藩
仮
医
学
校
と
し
て
設
立
、
そ
の
後
、

1
9
3
9
年
に
名
古
屋
帝
国
大
学
と
な

り
、
昨
年
、
創
基
1
4
0
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
今
回
の
改
善
事
例
は
、
医
学
研

究
科
と
附
属
病
院
の
あ
る
鶴
舞
キ
ャ
ン

パ
ス
で
す
。
空
調
設
備
は
、
ボ
イ
ラ
ー
、

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
C
G
S
）と
蒸
気
吸
収
式
冷
凍
機
、
蓄
熱

槽
を
主
体
と
す
る
シ
ス
テ
ム
で
し
た
が
、

経
年
や
機
能
劣
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
単
価
の

変
動
も
あ
り
、
空
調
シ
ス
テ
ム
全
体
の
見

直
し
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
空
調
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
に
あ
た

り
、
２
つ
の
問
題
意
識
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

①
C
G
S
は
本
当
に
高
効
率
で
、
コ
ス
ト
削

減
に
寄
与
し
て
い
る
か
、
②
蓄
熱
槽
が
活
用

さ
れ
、
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
に
貢
献
し
て
い
る
か
、

と
い
う
２
つ
で
す
。
そ
こ
で
、
建
物
別
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
、C
O₂
排
出
量
な
ど
の

現
状
把
握
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
中
央
診
療
棟
が
一
番
C
O₂

排
出
量
が
多
く
、
蓄
熱
槽
も
あ
り
、
各
種
の

熱
源
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
を

見
直
す
前
に
、
こ
こ
を
モ
デ
ル
と
し
て
見
直

す
こ
と
に
し
ま
し
た（
図
1
）。

　

中
央
診
療
棟
で
は
、
年
間
を
通
し
て
蒸
気

熱
源
の
冷
温
水
負
荷
が
多
く
あ
り
、
し
か
も

夏
期
に
お
い
て
再
熱
用
の
温
水
負
荷
が
多

い
こ
と
が
特
徴
で
し
た（
図
２
）。

　

負
荷
側
の
使
用
実
態
と
熱
源
側
の
問
題

点
が
わ
か
っ
た
こ
と
で
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の

運
用
改
善
を
電
力
デ
マ
ン
ド
の
出
な
い
中

間
期
に
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
ベ
ー
ス
運
転
機
を
蒸
気
吸
収
式
か
ら
効

率
の
高
い
水
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
に

変
更

●
ボ
イ
ラ
ー
蒸
気
と
吸
収
式
に
よ
る
冷
水
蓄

熱
運
転
を
休
止

●
外
調
機
で
冷
却
除
湿
し
再
熱
し
て
い
た

が
、
そ
の
吹
出
露
点
温
度
を
年
間
一
律

（
７
℃
）か
ら
季
節
別
に
変
更
し
、
蒸
気
量
を

約
50
％
削
減

　

空
調
シ
ス
テ
ム
の
運
用
実
態
の
把
握
と

改
善
結
果
か
ら
、
更
新
に
よ
り
大
幅
な
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
図
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の

で
、
次
の
計
画
を
立
案
し
ま
し
た
。

●
年
間
を
通
じ
冷
温
水
負
荷
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
排
熱
回
収
型
水
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ

ラ
ー
を
増
設

●
水
蓄
熱
槽
を
蒸
気
吸
収
式
冷
凍
機
か
ら
水

冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
に
配
管
接
続
切

り
替
え

●
C
G
S
を
休
止
し
、
非
常
用
発
電
機
に
運

用
替
え

　

更
新
計
画
に
基
づ
き
、E
S
C
O
に
よ
り

設
備
更
新
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
通
常

型
E
S
C
O
で
は
な
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体

の
施
設
・
運
転
管
理
を
含
む
、
よ
り
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
性
が
高
い
管
理
一
体
型
E
S
C
O
を

導
入
。
こ
れ
に
よ
り
、
品
質
と
信
頼
性
の
高

い
施
設
・
運
転
管
理
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、６
年
と
い
う
長
い
間
継
続
し
て

取
り
組
み
、多
く
の
改
善
を
実
施
し
ま
し
た
。

既
存
設
備
を
可
能
な
限
り
利
用
し
つ
つ
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ・蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
の
運
転
は
従
来
の
５
倍
と
な
り
、

約
３
８
８
０
ｔ
の
C
O₂
削
減
、９
０
０
０
万

円
の
コ
ス
ト
削
減（
図
３
〜
図
５
）と
大
き
な

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
善
は
、
現
状
把
握
か
ら
改
善
試

行
、
そ
し
て
結
果
分
析
、
更
新
計
画
立
案
と

継
続
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
、

全
国
初
と
な
る
管
理
一
体
型
E
S
C
O
に

引
き
継
が
れ
、
大
学
と
E
S
C
O
事
業
者
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
改
善
提
案
の
積
み
上

げ・
実
施
に
よ
り
、
通
常
型
E
S
C
O
を
上

回
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー・
省
C
O₂・
省
コ
ス
ト

が
実
現
で
き
ま
し
た
。
名
古
屋
大
学
は
、
今

後
も「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ・
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
の
普

及
促
進
」に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
現
状
の
把
握
と

空
調
シ
ス
テ
ム
の
課
題

②
運
用
改
善
に
よ
る
省
エ
ネ

③
設
備
改
善
計
画
の
立
案

④
管
理
一
体
型

E
S
C
O
事
業
の
導
入

⑤
効
果
の
ま
と
め

複合熱源を有する蓄熱システムの
運転管理・改善によるコストとCO2 の大幅削減

【申請者】中部電力（株）、三菱 UFJリース（株）、三機工業（株）、（株）トヨタエンタプライズ
【設備オーナー】国立大学法人名古屋大学　　【発表者】名古屋大学 山口博行

⑥
お
わ
り
に
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図4 運用改善と設備改善の成果（中央診療棟）
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図5 運用改善と設備改善の成果（中央診療棟）
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